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４
月
に
入
り
、
被
爆
者
と
被
爆 

 

二
世
、
そ
し
て
支
援
者
と
で
被
爆 

者
連
絡
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、
引 

き
続
き
被
爆
者
が
掲
げ
て
き
た
課 

題
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

三
人
の
代
表
理
事
を
選
出
し
ま 

し
た
。
右
か 

ら
、
被
爆
者 

宮
本
須
美
子 

、
二
世
川
去 

 

裕
子
、
支
援 

者
北
明
邦
雄 

で
す
。
宮
本 

須
美
子
を
そ 

の
中
の
代
表 

と
し
、
北
明 

邦
雄
が
事
務 

局
長
に
な
り 

ま
す
。 

   

 

 
 

ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
会
館
は 

 

学
校
法
人
北
星
学
園
に
譲
渡
さ 

れ
ま
し
た
が
、
当
面
日
月
火
の
三 

日
間
オ
ー
プ
ン
し
、
被
爆
者
連
絡 

セ
ン
タ
ー
の
メ
ン
バ
ー
が
対
応 

し
ま
す
。
語
り
部
も
二
世
を
加
え 

て
従
来
通
り
行
い
ま
す
。 

 

被
爆
者
連
絡
セ
ン
タ
ー
の
事

務
所
は
ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
会

館
内
に
置
き
ま
す
。
電
話
、
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
は
被
爆
者
協
会
と
同
じ
で
す
。 

(

口
座
に
つ
い
て
は
名
義
変
更
に
も

う
少
し
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
お
急

ぎ
の
場
合
は
ご
連
絡
下
さ
い
。)

 

    

５
／
24 

田
中
熙
巳
さ
ん
講
演
会 

 

５
／
25 

 
 
 
 

(

実
行
委
主
催) 

被
爆
者
連
絡
セ
ン
タ
ー
総
会 

 

７
／
16
・
17 

 
 
 

被
爆
の
証
言
と
原
爆
展 

 
 
 

(

８
月
に
は
赤
レ
ン
ガ
庁
舎
で
も) 

 

８
／
６ 

原
爆
死
没
者
追
悼
会 

 
 
―

こ
の
ほ
か
、
平
和
行
進
・
核
禁 

 

条
約
採
択
メ
モ
リ
ア
ル
行
動
等 

 

に
連
帯
し
て
行
動
し
ま
す
。 
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北海道被爆者協会 65年の歴史に幕 
―北海道被爆者連絡センターが後継組織に― 

会
員
・賛
助
会
員
の
皆
様
、 

ご
支
援
ご
協
力
下
さ
っ
て
い
る
皆
様 

 

 

廣
田 

凱
則 

 
 
 
 
 
 

元
北
海
道
被
爆
者
協
会 

会
長 

北
海
道
被
爆
者
協
会
は
１
９
６
０(

昭
和
35)

年
に

誕
生
し
、「
再
び
被
爆
者
を
つ
く
る
な
」
を
合
言
葉
に
、

皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
の
も
と
、
被
爆
者
の
援
護
と

核
兵
器
の
廃
絶
を
求
め
て
活
動
し
て
参
り
ま
し
た
。 

 
し
か
し
高
齢
化
の
波
は
如
何
と
も
し
が
た
く
、
実

際
に
活
動
で
き
る
も
の
は
わ
ず
か
と
な
り
、
組
織
と

し
て
の
日
常
の
活
動
と
実
務
が
困
難
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
昨
年
の
総
会
で
、

や
む
な
く
こ
の
3
月
31
日
に
組
織
と
し
て
の
幕
を

閉
じ
る
こ
と
を
決
め
た
次
第
で
す
。 

 

こ
の
間
、
多
く
の
皆
様
か
ら
温
か
い
労
い
の
お
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
後
は
被
爆
二
世
、
支
援
者
の
皆
さ
ん
の
協
力
を

得
て
、
可
能
な
限
り
語
り
、
活
動
し
続
け
ま
す
。
ま
た

「
被
爆
者
の
証
言
第
五
集
」(

『
平
和
継
承―

核
兵
器
も
戦

争
も
な
い
世
界
を
』)

を
編
集
中
で
す
。
次
代
の
人
々
に

私
た
ち
の
思
い
を
少
し
で
も
伝
承
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願

い
し
、
ご
挨
拶
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

 

被
爆
者
・被
爆
二
世
・支
援
者
で 

北
海
道
被
爆
者
連
絡
セ
ン
タ
ー
を
設
立 

65
年
間
本
当
に
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
核
兵
器
の

な
い
世
界
を
求
め
訴

え
続
け
ま
す
。 

 

当 

面 

の 

予 

定 



     


